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第１章 新秋芳総合支所庁舎等整備計画の背景 

１ 秋芳地域の概要 

 

秋芳地域（旧秋芳町）は、美祢市の中央に位置し、東に美東地域（旧美東町）、西に

美祢地域（旧美祢市）、南に宇部市、北に長門市に接する地域である（図 1-1）。旧秋芳

町は、昭和 30年に共和、別府、秋吉、岩永の 4村の合併によって発足した町で、地域

の中心は町役場がおかれた秋吉である。秋吉の中心部には、かつて赤間関街道中道筋の

宿場があり（現在の中国 JRバス秋吉駅周辺）、古くから賑わいを見せていた。 

日本最大級のカルスト台地「秋吉台」、日本屈指の大鍾乳洞「秋芳洞」をはじめとす

る大自然と、日本名水百選にも選ばれた「別府弁天池」などの自然環境に恵まれ、湯田

温泉、湯本温泉、新山口駅から車で 40 分程度である。観光行動の多様化にともない観

光客は減少しているものの、ジオパーク活動の拠点としても多くの人が訪れている。地

域の主な産業は農業であり、秋芳梨などが特産品である。 

 

図 1-1 秋芳地域の位置    
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 平成 20年には旧美祢市、旧美東町と１市２町で合併し、新しい美祢市が誕生した。

合併前は、町役場を中心に様々な関連施設が立地していたが、本庁機能が無くなるのに

合わせて旧町役場周辺に立地していた商業系の施設も撤退し、秋芳地域は、人口減少、

高齢化の進行、出生数の減少という厳しい現実を抱えている。（表 1-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表 1-1 秋芳地域全体および地区別の年齢５歳階級別人口 

（H27年国勢調査をもとに作成） 

秋吉地区 

平成 7年 1,889人    平成 27年 1,446人 

岩永地区 

平成 7年 1,377人    平成 27年 967人 

嘉万地区 

平成 7年 2,194人    平成 27年 1,454人 

別府地区 

平成 7年 1,439人    平成 27年 990人 

 

平成 7年 6,899人 

 

平成 27年 4,857人  

秋芳地域 
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２ 新秋芳総合支所庁舎等整備計画の背景 

 

現在の秋芳総合支所庁舎は、平成 20(2008)年の美祢市合併に際し、それまでの秋芳

町役場庁舎をそのまま転用したものである。昭和 32 年に建設された旧耐震基準の建物

で、築後 60 年以上が経過し、これまでに必要に応じた改修が施されたものの、老朽化

が進行している。 

総合支所の周辺には、秋吉公民館、秋芳図書館、秋芳体育館などの公共施設が立地し

ている。いずれも総合支所庁舎同様に旧耐震基準で建てられ、老朽化も進行し、今後も

安心して使い続けるためには、大規模な耐震改修工事などが必要となる。 

高齢化の進行や人口減少といった地域の課題を抱える状況の中で、総合支所、公民館、

図書館の機能を一体的に整備する基本構想に基づき、複合施設の整備を進めることにな

った。長年の間、住民の生活を支え続けてきた複数の公共施設を一体的に整備すること

は、今後 50〜60年に亘る地域住民への公共施設サービスの基本的な方向を決めること

であり、その計画策定には、住民の声を集めて取り組むことが求められてくる。将来に

亘り、この地域で暮らす市民にとって、「くらしの中心」としての役割を担う新たな公

共施設がどのような機能を備え、住民の利便性をさらに向上させる施設とすべきか、住

民と協働して計画を進めていくことが求められる。同時に、民間の関連機能を取り込み

ながら複合化の可能性を探り、コンパクトで効率の良い住民から求められる施設として、

新しい地域の拠点をつくり直すことが、喫緊の課題である。 

そのような状況の中で、建替えを契機として、総合支所、公民館、図書館が複合した

「新しいまちの中心」をつくることへの期待は大きいといえる。 

 

 

 

 

 

  

秋芳総合支所庁舎 外観 
 

秋吉公民館 外観 
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３ 現秋芳総合支所庁舎および周辺の公共施設の現状と課題 

 

秋芳総合支所庁舎の周辺には、秋吉公民館、秋芳図書館、秋芳体育館、訪問看護ステ

ーション、秋芳保健センター、秋吉保育園、秋芳中学校などの公共施設が立地している。 

また、社会福祉協議会秋芳地域福祉センター、シルバー人材センター秋芳事務所、JA

山口県秋芳支所、商工会秋芳支所、山口銀行秋吉支店、西中国信用金庫秋芳出張所、中

国 JRバス秋吉駅などの公的機関も点在している。（図 1-2、表 1-2） 

 

図 1-2 秋芳総合支所および周辺施設の位置 

 施設名 構造 階数 延床面積 建設年月 経過年数 耐震基準 

① 秋芳総合支所 RC造 2階建 1,472.91㎡ S32.11 62年 旧 

② 旧施設課 木造 平屋 157.03㎡ S40.3 55年 旧 

③ 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ S造 平屋 87.74㎡ S59.1 36年 新 

④ 秋吉公民館 RC造 2階建 1,097.62㎡ S44.3 51年 旧 

⑤ 秋芳図書館 RC造 平屋 335.55㎡ S44.4 51年 旧 

⑥ 秋芳体育館 S造 2階建 1,502.76㎡ S45.5 50年 旧 

⑦ 秋芳保健ｾﾝﾀｰ RC造 2階建 525.61㎡ S60.3 35年 新 

表 1-2 秋芳総合支所および周辺施設の概要 

旧美祢高校跡地 
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（１）秋芳総合支所 

秋芳総合支所は、昭和 32年に建設され、築後 60年以上が経過している。老朽化が進

行し、建て付けの悪い開口部、建物のひび割れや、屋上からの雨漏りなどが発生してい

る状況である。旧耐震基準で建てられているため、市民サービスを維持し継続していく

ためには、大規模な耐震改修工事などが必要になってくる。空調効率が悪く増大する維

持管理費、入口部分のアプローチや、トイレ空間などバリアフリーへの対応等も改善が

求められる。もともと旧秋芳町の役場として建てられているため、合併後減少した職員

数に対して必要な床面積以上の規模があり、２階部分はほとんど使われておらず放置さ

れている状況にある。（図 1-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
正面窓口。各課の案内表示がなく、どこに行けば良
いか一目で分りづらい。 
 

待ち合いロビーと応対スペース。相談ブースなどが
なく、落ち着いて話ができる環境になっていない。 
 

図 1-3 現秋芳総合支所の使われ方調査 

時間外の届出に対応 
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（２）秋吉公民館 

昭和 44 年に建設され、地域のコミュニティ活動の拠点として活用されてきた。昨今

頻発する自然災害時には避難場所としての役割を担っているが、旧耐震基準で建てられ

ており、施設の性格上、安全性の確保が最優先されるべきで、耐震化等の安全対策が求

められる。（図 1-4） 

 

 

  

和室と連続して使える調理室。2階にあるため、 
高齢者には使いづらい。 
 

結婚式場として使っていた部屋を改修したギャラ
リー室。写真の展示などに利用されている。 
 

図 1-4 秋吉公民館の使われ方調査 
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（３）秋芳図書館 

秋吉公民館と同年の昭和 44 年に、地域内では唯一独立した建物として整備された図

書館である。蔵書の貸し出し業務以外に、古文書講座の開設、地方文化研究会の活動支

援、読み聞かせ活動等、特色ある活動を展開してきた。しかし、旧耐震基準で建てられ

ており、蔵書の増加により閲覧スペースも手狭になる等の課題を抱えている。（図 1-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5 秋芳図書館の使われ方調査 

開架書架。高い書架がほとんどで、見通しが悪い。 
書架の間隔も狭く、暗くて圧迫感がある。 
 

絵本コーナー。小さな子どもを連れてゆっくり本を 
選んだり、読み聞かせをするスペースがない。 
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（４）秋芳体育館 

昭和 45 年に建設された旧耐震基準の建物である。バスケットボールができる広さの

アリーナの他に、ステージや観客席があり、スポーツ活動だけでなく、地域のお祭りや

文化活動にも利用されてきた。しかし現在では、老朽化が進み雨漏りがして使い勝手が

悪いことなどから、近隣の小学校や中学校の体育館を代替利用する利用団体が多くなっ

ている。（図 1-6） 

 

 

 

 

 

 

 

  

体育館平土間部分。雨漏りが原因となり、壁面(写 
真カーテン下部分)の塗装が部分的に剥離している。 
 

体育館前広場での秋芳ふれあい祭りの様子。イベン
ト時には体育館前がステージになる。 

図 1-6 ふれあい祭りでの秋芳体育館、駐車場広場の使われ方調査 

秋芳図書館 
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４ 新秋芳総合支所庁舎等整備基本計画の検討経過 

 

 令和元年７月に策定された新総合支所庁舎等整備基本構想においては、総合支所（行

政施設）、公民館および図書館（社会教育施設）を複合化する方針が示されている。総

合支所周辺を、地域住民の日常生活と地域活動を支える拠点として位置づけ、市民への

きめ細やかなサービスを提供し、地域振興の中核となる施設とすると同時に、市民の生

命と財産を護り、市民が安全安心に暮らせる生活環境を護るための拠点施設とすること

が期待されている。 

 以上のことから、庁舎整備にあたって、１.市民が訪れやすい環境づくり、２.防災機

能の向上、３.施設の複合化、４.地域振興、が基本理念として示されている。 

 基本構想で示された基本理念を実現するためには、基本計画の検討過程において、市

民参加の元で、地域の将来を、住民が中心となり、行政、計画者などと一緒に考える「協

働のプロセス」を経ることが重要である。そのため、地域の歴史やなりたちに関する資

料や、現地の実態を確認するフィールドワーク等の客観調査から入り、市民ヒアリング、

市民ワークショップでの協働作業という手順で進めた。（図 1-7） 

 

 

 

 

図 1-7 基本計画の検討経過フロー 
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（１）フィールドワーク 

実際にまちを見て歩くフィールドワークにより、地域の現状を把握する作業を行った。

並行して、町史等の文献で、大まかな歴史や、まちのなりたちに対する基本的な理解の

ための作業を行った。 

秋吉は、旧赤間関街道と、長門と小郡を結ぶ道の結節点の宿場町であり、秋芳洞、秋

吉台の門前町として栄えた名残が各所に残っている。近年の人口減少により、旧道沿い

や秋吉駅周辺の店舗もほとんど閉じて、空き家が増加していることが確認できた。（図

1-8） 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 フィールドワークによる敷地周辺の建物調査 
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（２）住民ヒアリング 

住民の主体的な参加を確実なものにするために、まず、最初に主要な活動団体や個人

にヒアリングを実施し、それぞれが日常の活動の中で感じる地域の課題や、これからの

活動について意見を集めると同時に、今後、ワークショップ等に参加し一緒に考えて頂

く市民の掘り起こしを行った。ヒアリングに対応してもらった市民は、ワークショップ

のコアスタッフとして、ワークショップ全般にわたって協働して検討を進めることが出

来た。 

住民ヒアリングは、11月 11日から 3日間の日程で行った（表 1-3）。ヒアリングによ

って、「まちの現状と、まちが抱える課題」、「新しい拠点施設がどのような場所になる

ことを期待されているか」が明らかになった。 

 

 

開催日 内容 参加人数 

2019年 11月 11日 第 1回住民ヒアリング 4名 

2019年 11月 12日 第 2回住民ヒアリング 5名 

2019年 11月 13日 第 3回住民ヒアリング 3名 

2019年 11月 13日 第 4回住民ヒアリング 3名 

合計 15名 

表 1-3 住民ヒアリングの実施日程 

 

 

 

得られた意見を以下のように整理し、以降のワークショップのプログラム（検討内容）

に活かした。 

 

①まちの現状と、まちが抱える課題 

・人が少ない、子どもを見かけない 

・みんなが気軽にふらりと集まれる場所がない 

・買い物をする店がない、食事をする場所がない 

・子どもを遊ばせるところがない 

・災害の時、安心して頼れる避難場所がない 

・車を運転できないとどこへも行けない 

・施設が老朽化していて、安心して使えない 

・ジオパークについて市民はあまり知らない 
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②公民館はこんなところになったらいいネ！ 

・みんなが気軽に集まれて、一日過ごすことができる場所にしたい 

・自分の力を振るうことができる、活動の場や発表の場が必要 

・食を通じた、世代を超えたコミュニケーションの場があるといい 

・各地区の公民館の中心であり、地域全体のヘソになってほしい 

・イベントの開催や、子どもの遊び場になる広場がほしい 

 

③図書館はこんなところになったらいいネ！ 

・子どもと一緒に利用したくなる場所がいい 

・秋芳にしかない地域資料を活用することができる場所にしたい 

・目的によって居場所を選ぶことができる、多種多様なスペースがほしい 

・新しいことを始めるときに頼りになる、学べる場所にしたい 

・外から来た人への地域のインフォメーション機能があるといい 

・利用者同士の出会いやふれあいがある、ワンフロアの空間がいい 

 

④総合支所は、こんなところになったらいいネ！ 

・住民の自治を支えるコミュニティの中心となる場所にしたい 

・明るく、どこに行けば良いか一目でわかる窓口がいい 

・プライバシーが守られて、ゆっくり相談に乗ってもらえる空間が必要 

 

⑤多目的ホールはこんなところになったらいいネ！ 

・子どもからお年寄りまで元気になれる、運動・スポーツの拠点にしたい 

・100人規模の会合や、文化活動の練習や発表にも利用できる場所だといい 

・災害時に避難場所として頼りになる場所になるといい  
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一般住民に広く声をかけ、 

興味のある人たちの参加 

を自由とする 

住民 

コア 

スタッフ 

計画 

チーム 

行政 

有識者会議 

住民や各種団体にヒアリングを行い
「プロジェクト」に興味を持ち、一緒に
施設づくりを考えたいと思う人たちに、
コアスタッフとなってもらう 

統括責任者を中心とした、 

各種の専門家との協働チーム 

ワークショップ参加者 

（３）市民ワークショップ 

 市民ワークショップは、コアスタッフを中心に市民に広く声をかけて、自由参加の「こ

の指とまれ」方式で行った（図 1-9）。毎回 30名程度の市民の参加があり、オープンな

雰囲気で活発な議論を重ねることができた。（表 1-4） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 内容 参加人数 

2019年 12月 14日 第 1回市民ワークショップ 
・秋芳地域の魅力と抱える課題 

・こんな複合施設だったらいいな！ 
29名 

2020年 1月 18日 第 2回市民ワークショップ 
・建設場所について 

・必要な場所・空間の相互関係 
27名 

2020年 2月 15日 第 3回市民ワークショップ 
・「空間の構成図」について検討 

・体育館機能の維持・継承の考え方 
38名 

2020年 7月 11日 

～ 7月 22日 

第 4回市民ワークショップ 

（紙上ワークショップ） 

・市の基本方針の確認 

・施設の基本的考え方とつながりの確認 

45名 

（意見回答者） 

2020年 9月 19日 第 5回市民ワークショップ ・基本計画案について 32名 

表 1-4 市民ワークショップの実施日程 

図 1-9 市民ワークショップの体制 
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○第１回市民ワークショップ      2019.12.14       参加者 29名 

テーマ 

①新しい地域の拠点づくりの全体の流れについて確認する 

②市民ワークショップの目的と流れについて説明する 

③住民ヒアリングのまとめを報告する 

④新しい地域の拠点についての期待をみんなで話し合う 

 ・こんなことが出来たらいいネ 

 ・こんな場所があったらいいネ 

 

新しい地域の拠点づくりの全体の流れと、市民ワークショップの目的と流れを参加者

に説明した。その後、参加者の自己紹介と併せて、「地域の良いところ」、「地域の出来

事で感動したもの」などをグループ毎に意見を出し合い、全体の場で発表してもらった。 

次に、計画チームが行った住民ヒアリングで明らかになった、「まちの現状と、まち

が抱える課題」、「新しい拠点施設がどのような場所になることを期待されているか」に

ついて報告した。 

ヒアリングのまとめを踏まえた上で、将来にわたって地域で安心して暮らしていくた

めに、新しい拠点で「こんなことが出来たらいいネ」、「こんな場所があったらいいネ」

などについてグループで意見を出し合い、全体で発表した。 

出された意見は、施設づくりの目標と備えるべき４つの要素（詳細は第２章２を参照）、

目標を実現するために必要な機能、場所・空間（詳細は第２章３を参照）として整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民ワークショップの成果： 

住民ヒアリング、第１回ＷＳで出された意見を通して、新しい拠点づくりに対する住民

の思いや、期待について把握できた。それらの意見をもとに施設づくりの目標と備える

べき４つの要素（第２章２参照）、目標を実現するために必要な機能、場所・空間（第２

章３参照）について整理することができた。 

新しい拠点施設でどんなことが出来たらいいか 

などについての意見 

グループで意見を整理して全体で発表した 
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○第２回市民ワークショップ      2020.1.18       参加者 27名 

テーマ 

①新しい拠点が備えるべき基本機能について確認し、空間の関係図をみんなで考える 

②建設場所について計画チームが検討した内容を確認し、みんなで議論する 

 

第１回市民ワークショップの成果を基に、計画チームが整理した、「秋芳地域の新し

い拠点づくりの目標」と「備えるべき４つの要素」（第２章２参照）、「目標を実現するた

めに必要な機能、場所・空間」（第２章３参照）を説明し、不足している機能や場所、空

間がないか、各グループで議論した。 

次に、必要な場所・空間が、どのようなつながり、配置だったら良いか、グループで

議論しながら、空間の関係図を作成した。作成した空間の関係図はグループごとに全体

で発表した。 

また、建設場所について比較検討資料を提示し、議論した。現在の秋芳体育館を解体

してその跡地に新総合支所を建設することで参加者からの合意を得た。（第２章１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民ワークショップの成果： 

５つのグループに分かれて、空間の関係図を作成した。「秋芳地域の新しい拠点づくり

の目標」、「備えるべき４つの要素」、「目標を実現するために必要な機能、場所・空間」

についての確認と共有ができた。また、建設場所について、現在の秋芳体育館を解体し

て、その跡地に新総合支所を建設することで、参加者からの合意を得た。 

必要な場所・空間のつながりを示す空間の関係図 

 

グループで作成した空間の 

関係図について全体で発表した 
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○第３回市民ワークショップ      2020.2.15       参加者 38名 

テーマ 

①第 2回ＷＳで考えた「空間の関係図」を基に作成した４つのタイプの「空間の構成図」

についてみんなで意見を出し、評価する 

②体育館機能の維持、継承の考え方について議論する 

第２回市民ワークショップで作成した「空間の関係図」を基に、４つの「空間の構成図」

を提案した。ワークショップ参加者にそれぞれの案を評価してもらい、地域の拠点施設

として最もふさわしい案を選んでもらった。 

バレーボールコート一面程度の広さのミニ体育館を一体的に整備し、市民ロビーと図

書館を中心にして、その廻りに必要な機能を配した広場型の空間構成タイプ B-2に対す

る評価が最も高くなった。（図 1-10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-10 4つのタイプの空間構成図 

 

市民ワークショップの成果： 

体育館機能を整備し、全体を 1,700㎡程度としたタイプ B-2が最も評価された。 

タイプ A-1 

タイプ B-1 

タイプ A-2 

タイプ B-2 
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○第４回市民ワークショップ（紙上ワークショップ） 2020.7.11～7.22  回答者 45名 

テーマ 

①市の方向性「事業規模は 1,200㎡程度、体育館は整備しない」について意見を求める 

②公民館、図書館、総合支所の３つの機能のつながりについて意見を求める 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、４月以降延期を余儀なくされていたが、

７月中旬に紙上ワークショップというかたちで実施した。 

 この紙上ワークショップでは、市から示された施設整備における「事業規模は 1,200

㎡程度、体育館は整備しない」という方向性について、市民の意見を募った。 

財政負担や将来の人口を考慮し、出来るだけコンパクトで、使いやすい施設として整

備し、将来的に市民の負担を出来るだけ軽くすべきであるという考えの基で、概ねの理

解が得られたが、一部には市の方向性に対する異論も出された。 

①市の方向性について出された意見 

(a)体育館機能を整備しないことについて 

■体育館機能の整備は不要：市の基本方針に賛成、 

概ね賛成、やむを得ない…24／45名 

○秋吉小や秋芳中の体育館をシェアして利用すればよい 

○市の財政状況や出生率を踏まえ、将来の負担を少なく 

   することは重要 

■体育館機能の整備は必要：市の基本方針に反対、 

不満…4／45名 

○学校体育館と、市民が利用する体育施設のシェアは 

 難しい 

(b)施設規模を 1,200㎡程度とすることについて 

■コンパクトで利用しやすい施設にすべき：市の基本 

方針に賛成、概ね賛成、やむを得ない…17／45名 

○将来的な負担を軽減するために、コンパクトで利用し 

 やすい施設としてほしい 

■中途半端な施設では利用しにくくなる：市の基本 

  方針に反対、不満…8／45名 

○施設整備には、将来に向けたまちづくりという観点が 

   必要 

○中途半端な施設にならないように十分な検討が必要 

(c)多目的ホール 200㎡程度について 

■200㎡程度の多目的ホールで十分：市の基本方針に賛成、概ね賛成、やむを得ない 

…15／45名 

○地域の文化活動の拠点として、200㎡程度の多目的ホールが整備されれば十分 

■200㎡よりも大きなホールが必要：市の基本方針に反対、不満…7／45名 

   ○避難所としての利用を考え、面積を広くして出来るだけ収容人数を増やしたい 

   ○市民の様々な活動のために、250～360㎡程度の面積を確保してほしい  
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②公民館、図書館、総合支所の３つの機能のつながり方について出された意見 

紙上ワークショップで示したタイプＡ展開案、タイプＢ展開案の２つの考え方につい

て、出された意見をまとめた。（図 1-11、1-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-11 タイプＡ展開案について出された意見のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-12 タイプＢ展開案について出された意見のまとめ 

市民ワークショップの成果： 

市の方向性について、概ねの理解が得られた。また、３つの機能のつながり方について、

出された意見により、市民が大事に感じていることについて把握できた。 

タイプ A展開案 

タイプ B展開案 
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○第５回市民ワークショップ      2020.9.19       参加者 32名 

テーマ 

①第４回市民ワークショップを紙上で行うに至った経緯を説明する 

②第４回ＷＳまでの成果を基に、基本計画のとりまとめとしての平面計画素案を提示し、

市民の意見を求める 

 

第４回市民ワークショップを紙上で行ったため、ワークショップの冒頭に、第３回市

民ワークショップから、第４回市民ワークショップ（紙上ワークショップ）に至った経

緯を説明した。その上で、施設の大枠の考え方をとりまとめるための、平面計画素案（図

1-13）を提示し、意見を自由に発言してもらうかたちで議論を行った。 

素案については、施設を構成する機能の大まかなつながり方や、ふれあい祭りなどの

イベント時における、外部空間、多目的ホール、公民館機能の連続的な利用イメージ（図

1-14）などを説明した。 

ワークショップでは、地域に賑わいを生む拠点施設としてのあり方を中心として議論

が展開した。市の方向性に基づく、1,200㎡（+民間）程度の規模で、地域の拠点とし

ての役割を果たせるのかといった意見が多く出された。一方、身の丈にあった施設をし

っかり使いこなし、地域のみんなで賑わいをつくっていくことが、これからのまちづく

りには重要であるといった意見なども出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-13 第５回市民ワークショップで提示した平面計画素案 
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図 1-14 第５回市民ワークショップで提示したイベント時における施設利用イメージ 

 

いくつかの課題は残るものの、この素案をもとに基本計画をとりまとめ、基本設計に

進むことで、参加者から概ねの合意が得られた。 

 

[市民ワークショップで出された主な意見] 

・地域に賑わいを生むためにはお店や金融機関などの複合が重要。ここに来れば何でも

揃っているという、ワンストップサービスを実現してほしい。 

・地域に点在している他の施設とのつながりを生むビジターセンターとしての役割を果

たせば、新総合支所に何から何まで揃っていなくてもよい。 

・建物だけでなく運営こそ大事。地域のみんなで協力して、賑わいをつくることが重要。 

・地域の情報発信機能や、加工所としても使える調理室など、地域で頑張っている人を

後押しできるような施設にしてほしい。 

・施設の充実のため、多目的ホールを除いた部分で 1,200㎡程度として計画してほしい。 

 

市民ワークショップの成果： 

提示した平面計画素案をもとに基本計画をとりまとめ、基本設計に進むことで、ワーク

ショップ参加者から概ねの合意が得られた。  








































































































